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先行導入のご相談受付中

クラウドにしなくても、

ビジネスフォンは

新しくできる。

社内に置く中小企業向けIP-PBX「VoiceLine PBX」。

録音も設定も社内に置いたまま、“全交換ループ”から抜け出す更新を。

O N - P R E M I S E S  ／ 社 内 設 置 稼 働 中

VoiceLine PBX
小型筐体 ／ FreeSWITCH ベース ／ Web 運用

録音 社内 履歴 社内

設定 社内 Web管理 社内

✕ データを社外クラウドへ常時送らない
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フォースネット株式会社

2026年6月 ｜ 本資料の内容は環境確認前の標準構成情報です



01 課題と考え方 — クラウドにしない更新

主装置の保守終了。

でも、行き先はクラウドだけではありません。

クラウドPBXは優れた選択肢です。でも「社内に置きたい・月額を増やしたくない・また全部買い替えたくない」

会社には、別の道があります。

VALUE 01

録音も履歴も、社内に置けま

す（オンプレ）

通話録音・通話履歴・PBXの設定デ

ータを社内の筐体に保管。電話の仕

組みを常時、外部サービスへ預ける

必要がありません。

※外線回線・保守リモートは構成により外

部と通信する場合があります。

VALUE 02

席数ごとのPBX月額課金を、

なくせます（買い切り）

VoiceLine PBX は買い切りのため、

PBXソフトの利用料は月額課金な

し。クラウドPBXのような「1席ご

との継続課金」を抑えられます。

※端末・回線・設置・保守・設定変更・オ

プション費は構成により別途。

VALUE 03

主装置ごと入れ替える更新か

ら、抜け出せます

PBX機能はソフトウェア。次の更新

はサーバの載せ替えを中心に考えら

れ、専用機ごと丸ごと買い替えるサ

イクルを繰り返しません。

“全交換ループ”からの解放。

VoiceLine PBX とは

会社の中に置いて使う電話交換機（IP-PBX）です。これまでビジネスフォンの「主装置」が担ってきた役割を、小

型の筐体とソフトウェアで実現します。

国内で電話サービスを構築してきた私たちフォースネットが、「データを社外に出したくない／月額を増やしたく

ない」というお客様の声に応えて、あえて社内に置くIP-PBXとして作りました。

正直な位置づけ

クラウドPBXとの違いは「勝ち負け」ではなく「向き不向き」。クラウドPBXは在宅勤務・多拠点・自動更新に強

く、優れた選択肢です。録音データの置き場所、月額課金、既存環境との相性を確認したうえでご案内します。
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02 主要機能 — 毎日の業務に必要な機能を、シンプルに

代表電話・内線・保留・転送・時間外対応。

毎日使う機能をそろえています。

凡例： 提供可能 開発中

※実績あるオープンソースPBX「FreeSWITCH」をベースに、フォースネットが管理画面・運用機能を独自開発。

外線の発着信 提供可能

ひかり電話・IP電話回線につないで外線の発着信

内線通話 提供可能

社内の電話機どうしを内線番号で通話

ブラウザ管理＋ワンクリック反映 提供可能

専用ソフトなしでブラウザ設定、変更はボタンひとつで反映

保留 / パーク保留 提供可能

通話を保留。保留した外線を別の電話機で取ることも可能

転送・取次 提供可能

「○○さん、お電話です」の内線取次

携帯転送 提供可能

担当者不在のとき、外線を社用携帯へ転送

代表着信 提供可能

代表番号への着信を複数台で一緒に受ける

着信ピックアップ 提供可能

離席中の人の鳴っている電話を、自分の席で取る

着信の振り分け 提供可能

かかってきた番号ごとに担当内線・自動音声へ振り分け

自動音声（受付・IVR） 提供可能

「1番は予約、2番は問い合わせ」の自動アナウンスと転送

時間外・夜間の自動切替 提供可能

営業時間に合わせて自動アナウンス／転送を切替

迷惑電話対策 提供可能

非通知や特定番号からの着信を拒否

留守番電話 提供可能

不在・時間外の着信を録音して残す

発信者番号表示 提供可能

どこからの着信か表示

通話履歴 提供可能

発信者・着信先・通話方向・時刻を記録

通話録音 提供可能

着信・発信を録音（ルール単位でON/OFF）。※再生・管理UIは開

発中

共有電話帳 開発中

よくかける取引先などを会社で共有登録

収容規模：標準で10内線ライセンス付、追加内線キット（5内線単位）で最大100内線まで拡張可能。同時通話数は契約トランクのチャネ

ル数に依存します。標準端末は物理SIP電話です。スマホ内線・PCソフトフォン・遠隔拠点接続／3者通話・会議／CTI連携などは個別確

認です。
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03 乗り換え・導入の流れ — 移行はまるごと代行

今の電話機・配線・番号は、どうなる？

今お使いのもの VoiceLine PBX では 補足

メーカー専用デジタル
電話機

× 基本的に流用は難しい メーカー専用方式のため

SIP対応のIP電話機 △ 活かせる場合あり 現地調査で確認

アナログFAX・単独電
話機

△ 活かせる場合あり ゲートウェイ併設で個別対応

LAN配線 ◯ 活かせる場合が多い 現地調査で確認

電話番号 ◯ 継続利用を前提に移行 同番移行。可否は回線・番号種別・事業者による

対応予定回線：ひかり電話／ひかり電話オフィスタイプ／SIPトランク（ITSP）。アナログ・ISDN資産はゲートウェイ併設で個別対応。

事業者別の正式対応リストは確定後にご案内します。

導入の流れ（4ステップ）

01
お見積もり依頼・現地調
査

料金ページからお見積もりを

ご依頼後、今の外線数・番

号・電話機・FAX・配線を確

認します。

02
確定見積もり・ご案内

現地調査の結果をもとに確定

額をご提示。標準構成外の場

合は個別にご相談します。

03
設置・番号移行・初期設
定

筐体の設置、回線・内線・着

信ルール・自動音声の設定、

操作のご説明。

04
稼働後のサポート

リモート保守で継続対応（無

保守／リモート保守／SLA付

きから選択を予定）。

移行は「まるごとお任せ」

外線数・番号・FAX・ドアホン・夜間転送・代表組み・短縮番号などの現行設定を確認し、移行作業を一括で代行。

電話が止まらないよう計画的に切り替えます。今の電話番号の継続利用（同番移行）を前提に進めます。
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04 料金の考え方 — 買い切り・PBX月額¥0

「月額PBX料が積み上がらない」のが、

基本的な考え方です。

初期費用

— 機器費（筐体）

— 設定・構築費

— 設置・工事費

継続費用

— 回線費（ひかり電話 等）

— 保守費（選択制）

— オプション費（構成により選

択制）

標準構成（100内線対応・10内線ライセンス

付）

448,000円税別

PBX 月額利用料

¥0／月

※ クラウドPBXのような「1席ごとの月額PBX料」はかかりません（買い切りのため）。端末・回線・設置・保守・設定変更・オプショ

ン費は別途。実際の費用は席数・回線・電話機の流用可否などの構成により変わるため、確定条件は環境確認後のお見積書でご提示しま

す。

ひと目で分かる、3つの立ち位置。

従来ビジネスフォン クラウドPBX VoiceLine PBX

置き場所 社内（専用主装置） 社外（クラウド） 社内（小型筐体）

月額（PBX利用
料）

保守のみ 毎月かかる なし（買い切り）

データ 社内 社外に出る 社内に留まる

電話機 専用機（高い・廃番リスク） アプリ／専用機 汎用SIP機を選べる

次の更新 また全部買い替え 提供元依存 サーバ載せ替えで延命

在宅・多拠点 弱い 強い VPN等の個別設計

緊急通報
(110/119/118)

回線により可 不可（既定でブロック） 回線・構成条件により可否（要相談）

5年で見ると、買い切りの差が出ます

クラウドPBXは「1席ごとの月額PBX料」が毎月かかり、長く使うほど積み上がります。VoiceLine PBX は買い切りのた

め、PBXソフトの利用料に月額課金がありません（回線費は両者共通）。金額差は席数が増えるほど開きますが、選

ぶ理由は金額だけではありません。具体的な5年コストは構成により変わるため、確定条件は環境確認後のお見積書で

ご提示します。

計算条件（必読）

5年コストは、内線数・同時通話数・端末台数、既存電話機の流用可否、回線費、設置工事費、保守費、設定変更費、

必要なオプション、ゲートウェイ機器の要否をそろえて比較してください。本資料の説明は考え方の整理であり、個

別構成の確定額ではありません。
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05 緊急通報・安全性・サポート — 導入前に必ずご確認ください

重要 ／ 緊急通報（110・119・118）について

VoiceLine PBX は、それ自体が緊急通報を保証する製品ではありません。

緊急通報の可否は、接続回線・番号種別・ゲートウェイ・設定・停電対策に依存します（製品自体が保証するも

のではありません）。

停電・インターネット／社内LAN障害・端末障害時は、発着信できない場合があります。

緊急通報が必要な拠点・端末には、緊急通報が可能な別回線（固定電話・携帯電話等）を必ず確保してくださ

い。

疎通確認として 110/118/119 へ試験発信しないでください（確認は回線事業者の手順に従う）。

データを社内に置く

通話録音・通話履歴・PBXの設定データを社内の筐体に保

管します。電話の基盤を常時、外部サービスへ預ける必要

がありません。

※外線回線・保守リモートは構成により外部と通信する場合がありま

す。

障害・停電時の備え

UPS で一定時間の動作を見込みますが、筐体・ネットワー

ク・端末が停止すると発着信できません。停電・障害時は

回線事業者側の障害時転送の併用をおすすめします。

※緊急通報が必要な拠点には別回線を必ずご用意ください。

保守・サポート

リモート保守を基本に、SLA付きの手厚いプランもご用意します（無保守／リモート保守／SLA付きから選択を予

定）。国内のフォースネットが設計・設定・サポートまで行います。
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06 運営会社・お問い合わせ

電話サービスの会社が、

あえて「社内に置く」形で作りました。

VoiceLine PBX は、国内で電話サービスを構築してきたフォースネット株式会社が提供しています。電話基盤と録

音・履歴・設定データを社内側に置く運用を重視して設計しています。

会社情報

フォースネット株式会社（Forcenet Inc.）

設立 2010年8月

〒150-0044 東京都渋谷区円山町28-4 大場ビルB館6階

コーポレートサイト https://forcenet.jp

実績・対応

VPN・電話サービスの構築実績

日本の電話回線に対応

国内サポート（フォースネット）

製品

VoiceLine PBX — 社内に置く買い切り型IP-PBX（本資料）

確認ポ イント

社内完結・買い切りで持ちたい

録音・履歴・設定データを社内側に置きたい

現在の電話環境を確認後、見積書を作成します

環境確認後にお見積書を作成します ｜ まずは料金をご確認ください

標準構成の価格・オプション・保守費用はWebサイトで公開しています。複数拠点・高可用構成など特殊な構成は

お問い合わせから個別にご案内します。

WEB  https://voiceline-pbx.forcenet.jp/pricing

※ VoiceLine PBX は緊急通報（110/118/119）を保証する製品ではありません。緊急通報が必要な場合は、別回線（固定電話・携帯電話等）をご用意ください。

本資料の記載内容は2026年6月時点のものです。提供内容・仕様は構成・環境確認後に作成するお見積書の内容を優先します。© 2026 Forcenet Inc.


